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　　　　　南病棟チームカンファレンス記録

平成　　19年　　7月　　1８日　(水)

　　　　　　　　　　　　　　　司会者　田村　広恵　　　　記録者　　福田　恵子
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 出席者は記載者が○をつける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名する事。

＜連絡事項＞

松浦　佐恵子様　～ヒューマカートＲが一本、継続処方になっています。食事摂取量に注意し、低血糖症状に注意していきましょう。

田中　豊三様　　～排便コントロールのため、緩下剤が7/17夕から７日分処方になっています。排便状態と腹部症状の観察をしていきましょう。　
上田　正男様　　～本日皮膚科診察し、皮膚の掻痒感があることから、抗ヒスタミン剤が

　　　　　　　　　７日分継続処方になっています。

山内　公博様　　～本日皮膚科診察し、皮膚の掻痒感があることから、抗ヒスタミン剤が

　　　　　　　　　７日分継続処方になっています。

斉藤　数子様　　～北村皮膚科からの軟膏を、夕方皮膚科処置の時に一緒に行ってください。皮膚の状態と掻痒感について観察していきましょう。

＜褥瘡状態の報告・検討＞

竹内　セツ様　　～褥瘡状態の改善傾向みられていません。採血の結果は、やや低蛋白傾向がみられています。食事は全量摂取できていますが、蛋白質の補食を勧めていきましょう。また、創部の洗浄し、毎日の処置を継続して

　　　　　　　　　行っていきましょう。

橋本　万様　　　～浸出液が少量みられています。創部が排尿汚染されないよう、おむつ交換時、洗浄し、ラップ処置を行っていきましょう。

＜生活機能回復訓練報告・検討＞

田端　玲子様～何をやればいいのか確認してくることありますが、しつこさありません。説明に納得してプログラム取り組んでいます。前の日に入浴したことや、前に絵を描いたことなど忘れている様子で、それについて確認してくることもあります。適切な行動が取れるよう介入していきましょう。

飛鳥　公平様～以前は色塗りに固執し、それ以外は行うことありませんでしたが、漢字ドリルの促しに拒否なく行っています。趣味の会の時間以外（余暇時間など）にも自ら行っている様子です。漢字ドリル行っていることを評価し、声がけしていき興味を持続できるようにしていきましょう。

木ノ下ツヨ様～肩の痛みは軽減してきたと話しています。肩の運動は行っているとのことですが、今後も継続して行うように伝えています。適度な運動を行えるように、プログラムへの参加も声がけしていきましょう。

竹内　セツ様～計算ドリル継続して行っています。表情も良く安定しています。継続して行っていきます。

住吉　鉄男様～書き取り行っています。自ら取り組む姿勢見られています。行っている時には、声がけするなど意欲を維持できるようにして下さい。

荒谷　正毅様～臥床していることが多く、再三の声がけにも妄想発言聞かれ参加できないこと多い様子です。歩行も以前より不安定になっています。日中はホールに出て来れるように介入していきましょう。介入の様子などカルテに記載し、検討していきましょう。

河村　勝男様～状態不安定なこと多く、声がけにも返答なく表情硬く臥床していること多いです。途中からホールにでてくるも無表情で徘徊していることあり、適宜声がけしています。他者とのトラブルに注意し、不安定なときには静かな環境の提供をしていきましょう。

瀬川　はな様～帰宅要求きかれずスムーズにプログラム参加できています。独語も目立たす安定している様子です。

山下　さき様～何度かの声がけでプログラム参加しています。不調を訴えてくることありますが、短時間でもよいこと伝えると最後まで参加できているため、話を傾聴しながら参加促していきましょう。

松浦佐恵子様～足関節の可動運動行っています。尖足防止・改善のため継続して行っていきます。

＜主治医からの指示検討＞

山下　さき様～日中の臥床傾向みられることから、プログラムやSSTなどへの参加を促して下さい。介入の状況をカルテへ記載し情報提供していきましょう。

荒屋敷チエ様～自室で手芸や絵など行っている様子です。何をやっているのか定期的に確認して下さい。その際コミュニケーションを取り話を傾聴していきましょう。また、判断力や感情の抑制など前頭葉機能の低下が考えられ、好きな活動は継続して行えるように介入して下さい。カルテへも記載し情報提供していきましょう。

上村　木一様～平衡歩行評価実施しています。バランスは比較的保たれていますが、動作が鈍いため、急な動きなどでバランスを保持できないことが予想されます。若干右足の動きが悪いですが、歩行は安定しています。ソファーに座っていることが多いため、ウォーキングや安全な運動器具を促していきましょう。

田村　耕一様、西沢　正様～歩行運動など促して下さい。声がけがなければ行わない為、継続した介入をしていきましょう。






















